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TSUNAGU 

ひとズー ムアップ とやまx首都圏
日本アルミニウム協会専務理事

能登靖さん（氷見市出身）

つ な
‘
、

＜

アル の用途拡大
メ ー カーや商社など137会員

ヵ切D盟する業界団体の専務理事
を務める。県内の主要産業であ
るアルミは、カ ーボンニュ ート
ラル実現に向けて用途拡大が期
待されている。「富山には可能
性がある。仕事で接点が増えそ
うでうれしい」と表情を緩める。

協会は新規需要開拓、人材育
成、広報活動、グロ ーバル活動
の4事業を柱とする。人材育成
は会員企業・団体の技術者向け
講習会を開催。 「協会の大きな
役割」 という安全研修に力を入
れ、アルミ業界の事故件数と負
傷者数は共に低い水準にあると
いう。

‘
‘
、

アルミは軽くて強く、熱や電
気の伝導性に優れ、リサイクル
率が高いのが特長だ。 「同じ重
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iサル痘の緊急事態宣言I
景
に
は、

欧
州

な
ど

多
く

の
地

域
で
感

染
が

急
速
に
広
ま
っ

て

い
る
こ

と
へ

の
危
機
感

が
あ

る。ま
た
ア
フ
リ

カ
な

ど
で
流

行

し
て

い
た
従
来
の
サ

ル
痺

と
比

べ
る

と、
今

回
の

流
行
で
は

発

熱
し
な
い

人
が
い

た
り 、
病
変

が
同
所
に
偏
在

し
た
り
す
る
ケ

ー
ス

が
み

ら
れ

る
な

ど
臨
床
像

が
や
や
異

な
っ

て
い

る。
疾
患

に
関
す
る
科
学
的
情
報

が
不
十

分
で
未
知

の
側
面

が
多

い
た

め、
広
く
注
意
を
呼
び
か
け
る

べ
き
だ

と
判
断

し
た

と
み

ら
れ

る。た
だ
今

回
の

感
染
例

の
多
く

は、
男
性

と
性
的

な
関
係
を
持

つ
男
性
に
集

中
し

て
い

る。
よ

皇
安
全

で
効
果
的

な
ワ
ク
チ
ン

や
治
療
薬

の
開

発
は
必
要
だ

が、
有
効

な
ワ
ク
チ
ン

は
す

で

に
存
在
す
る。
正

し
い

対
策
を

適
切

な
グ

ル
ー

プ
に
対

し
て
行

え
ば
感

染
拡
大
を
止
め
る
こ

と

が
で
き
る。
子
ど
も
や
女
性

な

菜
少
数

の
感

染
例
は
あ
る

が、

限
ら

れ
た
集
団

で
流

行
し

て
い

否
っ
ち

に
対
処
す
れ

ば
郵
じ
込

め
が

可
能
だ 。

一
方 、
さ
ま
ざ
ま

な
変
異
を

重
ね

な
が

ら
世
界

の
す
み
ず
み

に
ま

で
広

が
っ

た
新

型
コ
ロ

ナ

を
封
じ
込
め
る

の
は
も
は
や
不

可
能
だ
否
っ ゜

や
ま
も
と・
た
ろ
う

1
9
6
4
年
広
島

県
生
ま
れ。
長
崎
大
卒 。

」
ア
フ
リ
カ
や

菜
で
感

_．；
染
症
対
策
に
従
事 。
専

＼
門
は
国
際
保
健
学 、
熱

ご
染
症
学。

のと・やすし 氷見高、京都大理
学部卒で1988年に通商産業省（現経
荏涸環省）入り。バイオやマクロ経
済、情報・IT系、原子力などを担
当した。2021年12月から現職。趣味
のジム通いは10年以上前から続けて
いる。都内在住、58歳。

さの銅と比べて屯気を2倍流す
ことができ、単価は3分の1と
コストも抑えられる」 。最近は

「昭蕊化イコ ール燃費向上」の
自動車業界で需要が拡大し、車
体で用いる電線の素材は銅から
置き換わっている。 「電気自動
車(EV)が普及すれば、さら
に使われるようになる」と語る。

会員企業の研究者を富山大に
派遣し、工学部で特別出張講座

を毎年開催している。 6 月には
マグネシウム、チタンの業界団
体と共に、富山大と熊本大でつ
くる「先進軽金属材料国際研究
梯」と包括的連携協定を結ん
だ。

協定は軽金属産業の振興、技
術向上、学術資料の情報提供な
どを通じ、日本の科学技術や産

・
業の発展に貢献することが目
的。具体的な議論はこれからと
した上で「富山大はアルミにカ
を入れている。新たな共同研究
ゃ、会員企業のレベルアップに
つながる人材育成に期待してい
る」とする。

新型コロナウイルスが流行し
てからは、なかなか氷見市に帰
れていないという。「落ち着いた
らゆっくり帰省したい」と話す。

長崎大教授 山本太郎

偏見と差別を避けよ

古，
C

力（

月
t5

コ
ロ

ナ
は

い
ず
れ

穣
や
か

な

感
染
症
へ

と
そ

の
姿
を
変
え

て

い
き

、
や

が
て
人
間
社
会
に
定

箸
す
る

と
思

わ
れ

る
が、

今
回

の
サ

ル
声

の
流

行
は、
グ
ロ
ー

バ
ル

化
し

た
世
界

で
は
今
後
も

こ
う

し
た
事
態

が
何
度
も
繰
り

返
さ
れ

る
可
能
性
を
示

し
て

い

る。
そ

れ
ぞ
れ

異
な

る
タ
イ
プ

の
脅
威
だ

が、
こ
う

し
た
事
態

に
冷
静
か
つ
逼
切
に
対
応

し
て

い
く
必
要

が
あ
る。

日
本

で
も
サ

ル
痺

の
感

染
者

が
見
つ
か
っ

た
が、

爆
発

的
に

広
が

る
リ

ス
ク

は
低

い
と

考
え

ら
れ

る。
そ

の
上
で
大
切

な
の

は、
感

染
を
差
別
や
偏
見

と
結

び
付
け

な
い

こ
と

だ 。

エ
イ
ズ

の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク

で

は、
同
性
愛
者
へ

の
偏
見

な
ど

私
た
ち

は
い

く
つ
も

の
間
遮

い

を
犯

し
た。

そ
こ
か

ら
学
ん
だ

こ
と、

新
型
コ
ロ

ナ
を
通
じ

て

得
た―
つ

の
軍
要

な
教
訓
は、

差
別
や
偏
見
は
沃

し
て
感

染

症
対
策
を
前
進
さ
せ
る
こ

と
に

つ
な
が

ら
な
い
と
い

う
こ

と

だ 。テ
ド
ロ
ス
氏
は
宣

言
後

の
記

者
会
見

で
「
偏
見

と
差
別
は
ど

ん
な

ウ
イ

ル
ス
よ
り
も
危
険
に

な
り
つ
る」

と
華
調

し
た。
偏

見
と

差
別
は
人
櫂
を
侵
害

し、

対
応
を
阻
害

し、
感

染
症
を
制

御
不
能

な
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の
に
す
る。
テ

ド

ロ
ス
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の
指
摘
す
る
通
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幸

い
に
私
た
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に
は
対
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で
き
る

手
段
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あ
り 、
一
致
団
結

し
て

そ
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ら
を
用

い
れ

ば
感

染
を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す
る
こ

と
は
可

能」
な
の

だ 。

芍浜租予．♦ •疇

「もんぺ」
やっちゃん（身寸水市）

端切れがたくさんあったの
で、18枚はぎで作ってみました。
どう？ 家族には 「はいて外出
はできないね。パジャマだね」
と笑われました。

誰にもじゃまされない私的な時間をいかカ
お過こ1しですか？ 趣味に没頭、家族とだA
らん、自分だけの絶景スポット ・・・。みなさA
ヵ嘩った私的でステキな写真を紹介します！

ー 長'”薄考ii
北日本新聞写真

映像部のツィッタ
ーアカウント「kitanipponphoto」
へ、県内で撮影した写匹とコメント
(10咋以内）、タイトル、名前（ハ
ンドルネーム可）、住所をダイレク
トメッセージで送ってください。紙
面褐載のほか、ウェプンのツィッタ
ーでも発信します。
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